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　私たちの大祭司は、私たちの弱さに同情できない方では

ありません。罪は犯されませんでしたが、すべての点で、

私たちと同じように、試みに会われたのです。

ですから、私たちは、あわれみを受け、また恵みをいただ

いて、おりにかなった助けを受けるために、大胆に恵みの

御座に近づこうではありませんか。

　　　　　　　 　　　　　　　へブル４章１５～１６節

年間聖句
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主 日 礼 拝
２０１８年　１２月３０日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　　奏楽 ： 本多こずえ姉　　受付 ： 本多祐子姉　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　パワーポイント ： 本多悟兄　　　　感謝の祈り ： 中島秀雄兄

賛 美

祈 り

今 月 の 賛 美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

賛 美

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

中 島 秀 雄 兄

一 同

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 その日全世界が」

「 主の御言葉待ち望む」

聖歌４２３番「 つげよ主に」

聖歌４０８番「 おんめぐみとおんひかりの」

マタイ１９章１６節～２２節

「 救いを勘違いした青年」

聖歌４２５番「 つみおもにをのぞくは」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●礼拝後昼食会があります。

大人（ 中学生以上） ２００円

子供（ 小学生） １００円

初めての方、 乳幼児無料です。
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新改訳聖書第三版より抜粋

メッセージ聖書箇所

マタイ１９章１６節～２２節

16 すると、ひとりの人がイエスのもとに来て言った。 「先生。

永遠のいのちを得るためには、 どんな良いことをしたらよい

のでしょうか。」

17 イエスは彼に言われた。 「なぜ、 良いことについて、 わ

たしに尋ねるのですか。 良い方は、 ひとりだけです。 もし、

いのちに入りたいと思うなら、 戒めを守りなさい。」

18 彼は 「どの戒めですか」 と言った。 そこで、 イエスは言

われた。 「殺してはならない。 姦淫してはならない。 盗んで

はならない。 偽証をしてはならない。

19 父と母を敬え。 あなたの隣人をあなた自身のように愛

せよ。」

20 この青年はイエスに言った。 「そのようなことはみな、 守

っております。 何がまだ欠けているのでしょうか。」

21 イエスは彼に言われた。 「もし、 あなたが完全になりた

いなら、 帰って、 あなたの持ち物を売り払って貧しい人たち

に与えなさい。 そうすれば、 あなたは天に宝を積むことに

なります。 そのうえで、 わたしについて来なさい。」

22 ところが、 青年はこのことばを聞くと、 悲しんで去って

行った。 この人は多くの財産を持っていたからである。

「救いを勘違いした青年」
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今月の賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉メール紹介
★ 2018 年 12 月 25 日御言葉
ヨハネの手紙 第一　4 章 18 ～ 19 節
18 愛には恐れがありません。 全き愛は恐れを締め出します。 恐れには罰
が伴い、 恐れる者は、 愛において全きものとなっていないのです。
19 私たちは愛しています。 神がまず私たちを愛してくださったからです。
聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

●皆さん恐れがある時ってどんな時でしょうか？　自分のことを理解してく
れる人がいない時や、 孤独を感じる時こそ、 特に恐れが生じるのではない
でしょうか？　今日の御言葉で出てくる 「愛」 は、 ギリシャ語で 「アガペー」
と言います。 これは 「神の愛」 を現わしています。 神の愛とは、 自己犠
牲を払ってまでも、 私たちを大切にしてくれる、 一方的な愛です。 そのよ
うな神の愛を見える形で表して下さったお方がイエスキリストです。 ですか
ら、 「神様の愛」 とは、 イエスキリストと置き換えることもできます。 イエス
キリストにおそれが無いことは誰もが言うまでもなく納得することではない
でしょうか？
恐れがあっては、 私たちの罪を背負い、 十字架の道を歩むことなどできな
いことです。私たちは、人から愛を受けるだけでも、恐れは消えます。しかし、
人にだけ完璧な愛を求めても人には限界があります。 人間の愛は完璧で
はありません。 私たちは、 完璧な愛の持ち主である神様の愛に目を向け、
受け入れることこそが、 本当の平安が与えられ、 心の恐れは消え去るの
です。 しかし、 恐れが消えず、 日々恐れの中にある人と言うのは、 神様
の愛に出会えていない人、 気づけていない人であるのです。 もしくは、 神
様の愛が目の前にありながら、 素直に受け止めることができていないのか
もしれません。
または、 目に見える愛ばかりを求めて振り回されているのかもしれません。
今の時代 SNS などでお互いの情報を頻繁に交換することができます。 し
かし、使い方を間違えると、そこに依存して、そこで勝手に人と自分を比べ、
優越感に浸ったり、 妬みに燃えたり ・ ・ ・ 。 と、 勝手な想像で自分は友
達よりも、「いいね」 が少ない・・。 と孤独を感じてしまう人も多いようです。
SNS はうまく利用すればお互いの良い情報交換の場であり、 お互い祈り
合える良いツールですが、 使い方を間違えれば、 互いに傷つけあうツール
になってしまうのです。 そうならない為にも、 御言葉に日々求め聞き、 神
様の愛の中に生きる者でありたいです。

原市場聖書教会
若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 12 月 26 日（水）

 12 月 23 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　４人　　　 　　　　　　　　  ４人

礼　　　　　拝   １１人    １１人  １８人　   ４０人

夕　　礼　　拝　　 　　　　 お休みでした。

祈　　祷　　会　　 　　　　 お休みでした。

報　　　　告

本日午後の予定

12 月の誕生日

次週（1 月 ６日）主日礼拝

 ２５日 若村和仁師

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

司　　会 ： 本多崇兄

聖　　書 ： ルカ２章２１節～３８節

説　　教 ： 「待ち望む者の幸い」　　山下亘師　　　　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉　

讃　　美 ： 「御手の中で」　　　今月の賛美 「主の御言葉待ち望む」

　　　　　　　　聖歌３６１、 聖歌５０１、 聖歌１１８、 聖歌３８３

受　　付 ： 関久美子姉　　献金感謝祈祷 ： 渡辺愛秀兄

祈　　祷　　会　  　　　　　　　　　　　　　お休みです。

集会案内

礼　　　　拝　　 　　 　　　　　　　　　　  10:30 ～ 12:00　 1月 6日 (日）
 1月 2日 (水）

☆礼拝後、自家焙煎コーヒーと昼食をご用意しています。ご自由にお交わり下さい。

・ １月６日 （日） 箕面聖書教会礼拝奉仕 （場所：箕面めぐみ聖書教会）

☆ 17：00 ～ 18：00　夕　　拝

☆聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

☆クリスマス献金袋をご用意しています。
　　神様から与えられた恵みの一部を感謝を持ってお献げしましょう。

☆次週の礼拝説教は大阪の箕面めぐみ聖書教会牧師 ： 山下亘師が取り次いでくださいます。
　　若村和仁師は箕面めぐみ聖書教会にて礼拝説教奉仕をいたします。 お祈りください。
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://www.geocities.jp/haraichibaseisyo/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-980-6442

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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